[image: image1.jpg]


№２９　２０１２年５月
[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.png]—1=-2|

BES A (8) DR

w7y Zyaesad]

T AmpamiTavar AuERREL) ot TELOBB. 8333550 vh vl

















	相談件数　３６件　相談者の集計　資料１

	相談者
	本　　人
	妻
	夫
	母 親
	父 親
	姉
	他
	合計

	電 話
	男
	5
	10
	0
	6
	1
	1
	4
	27

	面 談
	男
	1
	1
	0
	5
	1
	1
	0
	9

	
	6
	11
	0
	11
	2
	2
	4
	36

	ギャンブラー当事者の年齢　　　　　資料２

	20代
	20代
	40代
	50代
	60代
	70代
	不明
	合計

	3
	10
	7
	5
	1
	1
	9
	36

	債務整理（過去の回数～金額・万円）　　資料３

	100以内
	200以内
	300以内
	400以内
	500～700
	1000以内
	以上

	2
	6
	
	1
	6
	9
	1

	現在の借金（万円）　　　　資料４

	100以内
	200以内
	300以内
	400以内
	500以内
	~1000以内
	以上
	不明

	2
	1
	2
	1
	1
	3
	1
	25







〒780-0870 高知市本町4丁目1-37　県社会福祉センター　3F-4








「目から鱗（うろこ）が落ちた」思いを忘れず、自分を守り、被害者を守り新たな被害者を作らない社会をめざす多くの鱗になろうと言う思いを「高知（鱗）の会」に込めました。





　５月１３日（日）京都市・京都教育文化センターにおいて開催されました。


　会議では、２０１１年度の活動報告、２０１２年度の活動方針について討議。


「改正貸金業法」の完全施行の定着と「多重債務問題改善プログラム」の着実な実施を！「高利貸し社会との決別の時代」へと進めよう！「規制金利を元に戻す」等の巻き返しを許すな！


クレジット・サラ金をめぐる状況！


武富士の過払い金返還逃れを許すな！「武富士一万人訴訟＝武富士取締役責任追及訴訟」への参加を！


東日本大震災被害の現状・被災者支援活動・・・！


被害者の会、相談件数の激減、会の存亡の危機への対応！


「被害者の会をよろず相談所として育てていくことも将来の選択肢」「被害者の会も適格消費者団体として認定し消費者保護を実践して欲しい！」


　『全国的な調査による多重債務者の実態の研究』研究主任・東海大学法科大学院教授　手塚　宣夫　教授の研究報告より・・・。


２０１２年人間らしい生活と労働を求める「反貧困全国キャラバン」の活動を！（別稿に掲載）。


多重債務問題の解決に軸足をしっかり置きながら、反貧困・派遣労働など不安定雇用をなくす闘い、自殺防止の活動、生活保護申請同行支援、追い出し屋対策会議等の反貧困ネットワーク作りへ！


一般社団法人「社会的包摂サポートセンター」「寄り添いホットライン地域センター」の活動！


被連協・被害者の会の自殺防止活動について「借金の解決は必ず出来ます」の自殺防止看板設置の活動について！（別稿に掲載）。


「改正貸金業法」の完全施行により、クレサラ被害の救済と予防の運動をしてきた私たちの悲願が達成されたが、規制金利を元に戻そうとする、超党派の議員による「法改正」の勉強会が行われています。これらの動きは極めて危険な情勢です。彼らの巻き返しを絶対に許してはいけません。


「改正貸金業法」の完全施行を定着させ、借金に怯える生活に終止符をうって債務整理をして生活の建て直しを図っていく活動をしていこう。更に、一歩踏み込み、「利息制限法の金利引き下げ」（別稿に掲載）の活動をしていこう。





　東海大学法科大学院・手塚宣夫教授の「多重債務の全国実態調査による、救済、再生、予防の展望（その２）」から寄稿「被害者の会の実態と将来の展望１．相談者の高い意識と相談しやすい環境「被害者の会の相談員は、弱者保護の使命感に燃えた人や、被害で苦しんだ経験のある人達であり、安心である。被害者の会のような、安心して、心を開いて相談できる環境、場を作ることが大切である」。２．法律知識のある一般人が増えて被害が減る「被害者の会に来て救われ、会の手伝いをしているうちに、色々なことを覚え、一定の法律知識が身につき、消費者被害も防止できるようになった」。３．カウンセリングによる立ち直りの支援「相談員は、カウンセラーの資格はない人が殆んどですが、頼るものを決して見捨てず、最後まで面倒を見ることが最大の特徴です。長年相談に携わっているひとは、ベテランのカウンセラーに匹敵するのではないだろうか。被害者が自分をさらけ出し、他人の体験や意見に耳を傾け、何かを会得して自分を高めようとする姿を、殆んどの被害者の会で見かけるが、これは立ち直ってリピーターにならないためのグループ療法の一種といっても過言ではない。こうして被害者が立ち直ると、リピーターにならずに周りに迷惑を掛けなくなるばかりか、相談員になったり、周りで困っている人を助けたりと、社会にとって非常に有用な役割を果たすことが期待できる」。４．誰でも何でも受け入れる「全国的なネットワークを持ち、行政をも動かす力を持つまでに育った被害者の会に、弱い消費者保護のために、これからもどんどん活動をしてもらう為にも、法人となり、財政的な裏付けが必要なので、公的資金で援助すべきでしょう。被害者の会も適格消費者団体として認定し、消費者保護を実践して欲しいと思う」。


おわりに「多重債務者を救済し、リピーターになることを防ぐために、被害者の会は非常に大きな役割を果たしてきました。改正貸金業法の完全施行で、悲願の目的を達成したため、将来の方向性について、皆が迷っているようだが、被害者の会の力を失っては、社会的損失が甚大です。今後消費者団体として、もっと大きく成長して欲しいと願っています。私たちの調査研究においても、被害者の会のあるべき姿を模索し、提案したいと考えています。


以上のような、非常に心強い研究調査を寄せられ、もっともっと頑張って、道を切り開いていこうと覚悟を新たにしています。


事務局　一同。








⁑お花見の報告⁑


今年も、お花見は最高のお天気でした！


４月８日（日）晴天にめぐまれ、暖かな満開の桜の下での開催となりました。


昨年は、香美郡民商の方々のお世話で、土佐山田・八王子宮での開催でしたが、今年は「うろこの会」の開催当番のため、高知城での開催になりました。


高知城すべり山に２３名の会員さんが集まり、各自持ち寄ったお料理に舌づつみをうちながら「まづ一献」、楽しい団欒のひと時を過ごしました。


香美郡民商の皆さんにも参加して頂き、また、新しい会員さんもたくさん参加して頂きました。


※今回のお花見に際しまして、会員の皆様より善意のカンパが寄せられました。


（現金４万３０００円・サニーマート商品券１万円分・計５万３０００円分）


◎Ｔさん（薊野）◎Ｉさん（弥生町）◎Ｈさん（一宮）◎Ｋさん（南川添）


有り難う御座いました。





残金（現金３万４１３円・商品券２０００円分・計３万２４１３円分）は


来年度のお花見に役立たせて頂きます。�
�



来年度のお花見には、もっと沢山の会員さん、そしてご家族の方がご参加くださいますことを期待いたしております。


「高知うろこの会」　婦人部　一同。





私たち「高知うろこの会」は、高金利による多重債務被害者の相談窓口として、多くの方々の悩みや、生活相談を受け、共に解決のための闘いを続けてきました。


「改正貸金業法」が施行されたとはいえ、まだまだ現行の「利息制限法の上限金利」では、債務者の返済能力を超えています。


生活を破壊しない金利の実現を！高金利や過重な債務の負担による被害を撲滅するため、利息制限法の改正をもとめて闘っている「利息制限法金利引下実現全国会議」による、高知シンポジウムの開催が決定いたしました。


１９７０年代後半頃より、高金利のサラ金による苛酷な取立てにより、自殺や一家心中・夜逃げなどのサラ金被害が多発死大きな社会問題になりました。


サラ金被害の大きな要因となったのが高金利・過剰融資・苛酷な取立てといった「サラ金三悪」と呼ばれた要因でした。


このようなサラ金被害者の救済と、サラ金三悪を告発しサラ金規制法の改正を目指す団体として、１９７８年弁護士、司法書士、学者、労働団体、消費者団体、被害者団体などが参加して、全国サラ金問題対策協議会（現・クレサラ対協）が結成され、１９８２年全国クレサラ被害者連絡協議会（被連協）が結成され、クレサラ対協と被連協は、以後、被害者の救済、立法運動を行って、２０１０年６月１８日「改正貸金業法の完全施行」を勝ち取ったのです。


しかし、いま貸金業者側は、改正貸金業法の完全施行の前後から猛烈な巻き返しをはかり、マスコミでは、「主婦が借りられなくなって大変」「ヤミ金が増える」など根拠のない報道を繰り返し、国会では超党派による「法改正」勉強会を行い、「規制金利を元に戻す」「貸付の総量規制を緩和する」等、議員立法による法改正の動きがあります。これらの動きは極めて危険な情勢です。


「利息制限法金利引下実現全国会議」では、改正貸金業法の完全施行を達成した次なる課題は、「利息制限法の改正」であるとし、「生活を破壊しない金利」の概念を提言し、更なる上限金利の引下を求めて、連帯を呼びかています。


２０１２年７月２１日、高知市において「第１６回・高知シンポジウム」を開催予定です。詳細については次回の会報でご報告いたします。





「うろこの会」事務局。





正会員年会費２０００円


サポーター会費５００円（月１口）


四国銀行高知市役所支店　　口座番号：普通0354901


名義人：高知うろこの会　電話：088-822-2539











２００８年に展開された「反貧困２００８全国キャラバン」によって、貧困問題はようやく広く市民に可視化され、政府も２００９年に始めて、公式に貧困率を公表するに至りました。その後、全国各地で「反貧困ネットワーク」が結成されるなど、貧困問題に取り組む団体がたくさん誕生し、それぞれの分野で精力的な活動が展開されています。


それから４年が経過した今、なぜ再び「反貧困全国キャラバン」なのか？


「日本では、急速に格差と貧困が拡大しています。労働分野では、行き過ぎた規制緩和によって、非正規労働者はいまや全労働者の３分の１に膨れ上がり、いくら働いてもまともな暮らしが出来ない「ワーキングプア」が激増しています。格差の広がりにより、一握りの大金持ちが生まれる一方、大多数の市民は苦しい毎日を送らなければならないだけでなく、貧困に行き詰まり日本中で自殺する方が後を絶たず、生活保護を打ち切られた方が餓死するなど悲惨な事件が相次いでいます。このままでは、未来に希望が持てない社会となってしまいます。もうガマンできない！今こそ、労働運動、社会保障運動など様々な取り組みをしてきた人たちが、人間らしい生活と労働を求めてつながりあうときです。」以上の「趣旨・目的」に書かれているような社会の状況は、２０１２年の今日に至って、殆んど変化していません。


貧困問題は一朝一夕に解決できる問題ではありません


いま日本の貧困問題に対する取り組みは、ようやくスタートラインにたったばかりです。今年の「反貧困全国キャラバン２０１２」では貧困問題の解決に向けて私たちが何をしなければならないのかを考え、そして、行動していくことを呼びかけます。


コース・日程などは２００８年とほぼ同様の行程での展開になります。


スタートは７月１４日・北コースは北海道、南コースは沖縄を同時に出発し、両コースともに各県をキャラバン街宣し、１０月２０日に東京に集結します。


高知の日程は、８月２２日（水）・２３日（木）・２４日（金）２５日（土）の４日間となっています。その間高知において集会や街頭宣伝など予定しています。皆様のご協力・ご支援をお願いいたします。


「うろこの会」








会費納入についてのお願い！


　クレジット・サラ金被害者の会・「高知うろこの会」では、今まで多くの方たちの悩みや相談に向き合って共に闘い、貧困・多重債務・自殺の予防などをテーマに活動し、そして解決のために努めてまいりました。


また、全国の被害者の会と共に、色々なキャンペーンなどを張り、集会に参加するなど、長い闘いの末「改正貸金業法」を勝ち取りました。


しかし現在の社会・経済・政治の貧困のはざまで、まだまだ多くの人々が問題を抱えて取り残されようとしています。


「うろこの会」では、このような新たな被害者・相談者の悩みを解決するための相談窓口として、まだまだ闘って行かねばなりません。


「うろこの会」活動を継続するためには、会員の皆様のご理解とご支援が欠かせません。


「うろこの会」は、会員の皆様の会費・賛助会費・カンパによって支えられ、運営されています。


　しかし、入会後２年目以降の会費納入が遅れている会員さんがいます。


　どうか「高知うろこの会」の活動・運営にご理解の上、会費の納入にご協力をお願いいたします。





２０１２年５月吉日


「高知うろこの会」　会長　宮　本　　政　夫











　「会報２８号」でご案内いたしました、「ギャンブル（依存症）問題全国一斉ホットライン」１１０番相談会を、３月３１日（土）・４月１日（日）の両日開催いたしました。





　当日は、高知クレジット・サラ金問題対策協議会（クレサラ対協）の関係団体のご支援を頂き、谷脇弁護士・野口弁護士・森本司法書士・曽我司法書士の法律専門家、そして精神医療の専門分野より田辺病院副院長・岡田医師、ギャンブル依存の自助グループＧＡ高知より一名の方が、応援に駆けつけてくださり、　二日間、電話での相談対応・直接来所された相談者との面談等、深刻な相談内容に丁寧に対処して頂きました。皆様本当にご苦労さまでした。


　右記資料に掲載の通り、３６件の相談が寄せられました。相談者の多くが家族（妻・母親）からの相談で、相談内容は皆さん殆んど同じような苦労と悩みの相談でした。


　知らぬ間に借金をしていた・パチンコをするために借金をした・もう二度とパチンコはしないと誓った・家族が借金の尻拭いをした・サラ金から督促状がきた・問い詰めるとすごく怒る・前回の借金額より多額の借金・サラ金だけではない様子・・・・どうすればいいのか・・・・。


家族に内緒でパチンコの費用を捻出するために借金をする。


借金は、パチンコで勝ったら返済できると本気で思っている。


家族が借金の尻拭いをしてくれる、ほとぼりが冷めればまたパチンコに。


借金（パチンコ）をするためには、平気で嘘をつくようになる。


サラ金から借りられなくなったら、友人、親戚と誰彼かまわずに平気で借金をすする。


問い詰めると、直ぐにキレル。


家族や周りの者、全てを巻き込んでパチンコに没頭してしまう。


借金が出来なくなれば、会社や仕事場の金に手をつけるようになり、ヤミ金にも手を出して逃げ回るようになる。


最後には、自分の居場所がかくなり、夜逃げや自殺まで考えるようになる。


このような症状はギャンブル依存症と呼ばれ、正式病名は「病的賭博」もしくは「病的ギャンブリング」である。


「病的ギャンブリングの二大症状は、借金と嘘である。借金の肩代わりをするたび、病気は進行する。ありとあらゆる嘘をつかれて、家族のほうが病気になる。妻の１５％がうつ病を中心とした精神科的疾患で治療中であった。患者と家族が陥っている最大の錯誤は、この病気が意思の力や自覚で治ると信じている点である。そんな生易しい病気ではない。患者の頭の中は、借金の資金繰りとギャンブル欲求に支配されているので、もはや意思の力は働かない。性格も一変、「見ザル・聞かザル・言わザル」状態に陥る。


　自分の現実を見ず、他人の意見を聞かず、自分の意見を言わなくなり、人間性が失われる。債務整理をしたところで、治療しなければギャンブルは例外なく再開される。法律家と精神科医の連携が大切である。


（精神科医師　森山成彬・談）。」


　森山先生は、「通谷メンタル・クリニック」院長（福岡県）で、作家でもありますことは有名です（ペンネーム・帚木蓬生～ハハキギ・ホウセイ）。


　その後も、相談の電話はかかっています。


ご家族の方には、高知での自助グループ「ＧＡ・高知」をご紹介しています。


また、相談者の方には、森山先生の講演時の「ＤＶＤ」を貸し出しています、お気軽にお電話ください。


「うろこの会」相談員一同。














